
あとわずかで21世紀
です。21世紀の生涯学
習はどうなるのか、と
いうことに思いを馳せ
たくなります。21世紀
には、おそらく、新た
な情報コミュニケーシ
ョン技術を活用した生
涯学習が脚光を浴びるようになるのではな
いでしょうか。
従来は、大学の教員が個人的に公民館へ

行くことはあっても、大学が公開講座など
を公民館へ行って開くということはあまり
ありませんでした。ところが、情報はどこ
へでも飛んでいきますから、これからは、
公民館から遠い大学であってもうまく結べ
ば、その大学の公開講座を居ながらにして
受講できるようになります。また、遠くの
データベースからでも学習の資料を瞬時に
入手できたりします。
最近は、大学も盛んに公開講座を開くよ

うになりました。しかし、大学から遠い地
域の人は公開講座に行きたいと思ってもな

かなか行かれません。近くの公民館で、全
国のいろいろな公開講座の中から自分の聴
きたいものを選んで受講できれば、と思っ
ている人もかなりいるのではないでしょう
か。エル・ネット「オープンカレッジ」は、
大学と公民館を結んでそのようなニーズに
応えるべく、大きな役割を果たしてくれる
ことになるのではないかと期待しています。

新たな情報コミュニケーション技術を活
用した遠隔教育、コンテンツの作成等が、
社会全体に学習資源の豊かさをもたらして
くれることはいうまでもないと思います。
従来からの学習機会や学習資料にそれらが
加わることが、どれだけ質量両面にわたる
学習の豊かさをもたらしてくれるかわかり
ません。
従来は仕事等による時間的制約があった

り、講座が遠くで開かれているために参加
できないといった空間的制約がありました
が、遠隔教育（ビデオ・オン・デマンド等
も含む）などを活用すれば、そのような制
約からかなり解放され、学習の自由度は飛
躍的に増大します。
また、これまでは学習者の利用できる学

習資源にはおのずと限りがありましたが、
遠隔教育、各種データベース等が充実すれ
ば、豊富な学習資源の中から学習機会・資
料等を選ぶことができることになり、選択
幅も大幅に拡大されます。
従来の学習といえば知識・技術の習得が

中心でしたが、情報が豊富になれば、これ
からの学習はそれを駆使した知識・技術の
創造を目指し、創造の仕方の習得を重視す
るというように、学習そのものも変わって
くるのではないでしょうか。

これからの生涯学習について、生涯学習
審議会「新しい情報通信技術を活用した生
涯学習の推進方策について－情報化で広が
る生涯学習の展望－（中間まとめ）」（平成
12年6月）は、新たな情報コミュニケーショ
ン技術を活用することにより、「新たに効果
的な学習スタイルを開発することができる
ようになるとともに、学習者が主体的に、
自らの学習目的に応じて、それぞれの情報
機器や学習機会を選択し、組み合わせてメ
ニューを作り学習することができるように
なります」と述べています。
おそらく、これからは、そこで述べられ

ているような学習メニュー方式での学習が
本格化するように思われます。よく、遠隔
講座が盛んになると公民館の講座が寂れる
と心配する向きもありますが、逆だと思い
ます。野球のテレビ中継が始まったら、球
場へ行く観客は減るどころか増え、人気も
高まりました。

エル・ネット「オープンカレッジ」の
講義では大容量の衛星回線を利用して動
画や音声を送信しています。講義を見た
学習者は、質問をインターネットなどの
地上回線で講師に送ることが可能です。
このように相互に情報をやり取りできる

通信方法を「双方向通信」といいます。
これまでのテレビやラジオなどの放送は
一方向の通信です。双方向通信が行える
メディアでは電話やテレビ会議システム
などが代表的です。これらはリアルタイ
ムで通信を行うことが特徴です。それに
対して電子メールなどは、学習者と講師が
好きな時間に情報を交換できるという特徴
があります。テレビ会議で質問をするには

講師が相手側の端末にいなければなりませ
んが、電子メールではその必要はありませ
ん。通信教育では、質問は郵送で行うのが
一般的です。生涯学習では疑問が生じたと
きに、速やかに解決できないことが学習の
障害となることがあります。疑問はできる
限り早く解決することが望ましいです。「オ
ープンカレッジ」の質問システムは、その双
方向通信の可能性を検証しています。
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